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一、ダイバーシティの実現

社会の変化の主要因は言うまでもなく人口構造の変化で

あり、これから働き手はますます減少していきます。こうし

た時代だからこそ、当業界は時代を先取りして、高齢者、

女性、障害を持っている人、海外から働きに来ている人、

全員にとって働き易い職場を作っていくこと

が重要課題であると考えます。「ダイバーシ

ティの実現」こそが今後の最大のテーマであ

ります。会員皆様の一層のご理解をお願いい

たします。

二、作業のロボット化、ＩＴ化の推進

協会としても清掃ロボットの活用に向け

て研修会も行ってきましたが、日進月歩の

ロボット研究を背景に、より実用化したロ

ボット活用について講習会等も進めていき

たいと考えています。一層のご理解をお願

いいたします。

三、協会会員の増強

協会会員の増強につきましては、入会金の大幅削減、全

協入会金の無償化等を行い、入会し易い協会を目指して

努力しているところであります。当面の目標１５０社に向け

て、引き続き会員皆様のご推薦とご協力を宜しくお願い申

し上げます。

今年もこうした目標をもって、協会活動を力強く進めてま

いる所存でありますので、何とぞ会員皆様のご協力を賜りま

すよう宜しくお願い申し上げます。

この一年が皆様にとりまして良い年でありますことを心よ

り祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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新年あけましておめでとうございます。

日頃よりご指導いただいております関係官庁、関係諸団

体、そして会員の皆様におかれましては、清々しい年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

さて私どもを取り巻く環境は年々厳しさを増しています。

特に近年の人口構造の変化は当業界に人手

不足という大きなテーマを投げかけていま

す。更に、昨年４月から始まった「働き方改

革」による残業抑制、有給休暇の取得拡大

には、会員皆様も大変ご苦労されていること

と思います。今後は短時間労働者に対する

社会保険加入の付与基準の変更も検討され

ていることからしても、コストの上昇はさけら

れない課題と思います。

一方今年は、準備が進められてきました、

東京オリンピック・パラリンピックが開催され

ます。当全国ビルメンテナンス協会の事業共

同企業体が昨年選手村ハウスキーピング業務を受契しまし

た。主には一都四県の事業共同企業体を中心に作業を進め

られていますが、言うまでもなくおよそ２ヶ月にわたる期間で

すので、４７都道府県の協会が協力して始めて成功裡に終え

られるものと考えます。当協会も応分の協力をしてまいりま

すので、会員皆様のご支援を宜しくお願い申し上げます。

このように厳しい環境下ではありますが、愛知県にはリニ

ア新幹線計画、アジア大会開催といった事業もあり、当業界

も更なる発展をしていくものと予想されます。こうしたことを

背景に、四期目を迎えた会長として、次の三つの目標を掲げ

て活動してまいります。

・今月の視点・・今月の視点・ 新年挨拶
一般社団法人愛知ビルメンテナンス協会　会長　加藤　憲司



新春を迎えて “チャレンジ＆チェンジ
のマチ ナゴヤ”

愛知県知事

大 村 　 秀 章
名古屋市長

河 村 　 た かし

あけましておめでとうございます。

新たな年が、県民の皆様方にとりまして素晴らしい1年とな

りますよう、心からお祈り申し上げます。

昨年は、全国植樹祭やラグビーワールドカップなどのビッグ

イベントを成功裏に収め、8月には愛知県国際展示場「Aichi 

Sky Expo」をオープンするなど、愛知のプレゼンスを一層高

めるとともに、ジブリパークの基本方針や愛知県新体育館の

基本計画を新たに発表するなど、「進化する愛知」としての大

きな1歩を踏み出した年となりました。

世界は今、グローバル化やデジタル技術の加速度的な進展

などにより、ダイナミックに変化しています。愛知県がこれか

らも、日本の成長エンジンとして、我が国の発展をリードし続

けていくためには、そうした変化を恐れず、時代の波を乗り越

え、乗りこなし、新たな付加価値を生み出していかなければ

なりません。

今年も一年、世界の様々な国・地域等と連携し、最先端の

技術・サービスを取り込みながら、基幹産業である自動車産

業はもちろん航空宇宙、ロボットなどの次世代産業の集積を

加速するとともに、革新的ビジネスモデルや最先端技術を持

つスタートアップを起爆剤とし、切れ目のないイノベーションを

創出していくことで、「国際イノベーション都市」への飛躍を

目指してまいります。

また、リニア大交流圏の形成を見据えた社会インフラの整

備、農林水産業の振興、教育・人づくり、女性の活躍、医療・

福祉、環境、雇用、多文化共生、防災・交通安全、東三河地

域の振興など、県民の皆様の生活と社会福祉の向上にもしっ

かりと取り組み、SDGsの基本理念である「誰一人取り残さな

い」社会の実現を目指してまいります。

今年も、愛知県では、ロボカップアジアパシフィック大会・

ワールドロボットサミット、あいち技能五輪・アビリンピック、世

界ラリー選手権などのビッグイベントが予定されています。国

内外から多くの方がお越しになりますので、万全の準備を整

え、愛知の魅力をしっかりPRしてまいります。

こうした取組を通じ、「日本一元気な愛知」「すべての人が

輝く愛知」「日本一住みやすい愛知」の実現を目指し、県民

の皆様に、笑顔で元気にお過ごしいただけるよう全力で取り

組んでまいりますので、一層のご理解とご支援をお願い申し

上げます。

2020年元旦

あけましておめでとうございます。一般社団法人愛知ビルメ

ンテナンス協会の皆様には、健やかに新しい年をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。

昨年は、令和の時代が華々しく幕開け、ナゴヤは市制

施行１３０周年という節目を迎えました。さらに、昨年１０

月には、市政の新たな羅針盤となる「名古屋市総合計画

２０２３」を策定。今後に控えるアジア競技大会、リニア開業

などのビッグプロジェクトに向け、フレッシュスタートを切るこ

とができました。

その中で、いよいよ今年は、東京オリンピック・パラリンピッ

ク開催の年を迎えます。これは、ナゴヤの魅力を世界中の皆

様に知ってもらう絶好のチャンスであり、この機会に足を運ん

でいただくためには、さらなる都市魅力の創出が是非とも必

要です。そして、いま世界を惹きつける魅力を発信していかな

ければ、リニア大交流圏が誕生したとき、単なる通過都市へ

と成り果ててしまうのではないかと大変危惧しています。そ

うならないためにも、世界中の皆様から目的地（デスティネー

ション）として選んでもらえるよう、文化芸術に溢れた魅力の

創出に心血を注いでまいります。

その上でも、旧国宝第１号・名古屋城天守閣の木造復元

は、最大のミッションであり、本物の輝きを全世界にお届けで

きると信じています。まずは石垣にかかる調査・検討を早期

に完了すべく、一歩一歩着実に進めてまいります。

そして、子ども・親への支援については、昨年、全市立中学

校への常勤カウンセラーの配置が一段落し、新たな支援の検

討に着手していますが、子どもたちには「自分は何が好きなん

だろう」と考えさせるエデュケーションが必要であると強く感じ

ています。今年もフロントランナーとして、すべての子どもたち

の笑顔のために全力を尽くしてまいります。

令和は変化の時代と言われています。ナゴヤは、時勢の流

れや社会ニーズを的確に捉え、しなやかに対応できるマチへ

「チェンジ」していかなければなりません。今こそ強い決意

を持って大胆に投資し、積極果敢に「チャレンジ」してまいり

ます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

令和２年元旦



新春の御挨拶 新年を迎えて

愛知労働局長

木 原 　 亜 紀 生
愛知県保健医療局長

吉 田 　 　 宏

新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。

年の初めに当たり、改めて愛知労働局の行政運営に対する

一般社団法人愛知ビルメンテナンス協会会員の皆様の日頃か

らの御理解と御協力に御礼申し上げますとともに、今年一年

の所信の一端を述べさせていただきます。

本県では、輸送用機械器具製造業を始めとする製造業

が県内経済を牽引しているとともに、リニア中央新幹線の

２０２７（令和９）年の開業に向けた工事が進み、名古屋駅周

辺では高層ビルやマンションが相次いで建設され、また栄地

区においても再開発工事が着手されるなど、地域経済の活性

化がますます期待されています。

このような中、労働災害防止対策につきましては、第１３次

労働災害防止推進計画の目標達成に向け、働く方々がその能

力を十分発揮して活躍していただけるよう、労働災害のない

安全で安心して働くことのできる職場環境の実現に向けて取

り組んでまいります。あわせて、治療と仕事の両立支援の促

進にも取り組んでまいります。なお、当局では、危なさと正し

く向きあうことを提唱しており、リスクを管理することによる労

働災害防止の取組を推進してまいります。

労働法制につきましては、本年４月から中小企業に時間外

労働の上限規制が適用されることになり、その他にも雇用形

態にかかわらない公正な待遇の確保を定めたパートタイム・

有期雇用労働法や改正労働者派遣法、パワーハラスメント防

止措置義務を定めた改正労働施策総合推進法、改正女性活

躍推進法の施行も控えています。今後も、働く方々の就業機

会の拡大、意欲・能力を存分に発揮できる環境づくりの支援

を推進することに努めるとともに、引き続き、時間外労働の上

限規制、年次有給休暇の年５日以上の確実な取得など、既に

施行されたものはもちろん、本年４月に施行されるもの、その

後に施行されるものについても、その内容について必要な情

報をわかりやすく提示し、周知・啓発、相談支援を行ってまい

ります。

労働保険制度につきましては、働く方々、離職された方々の

セーフティネットであり、労働保険への加入と労働保険料の確

実な納付に積極的に取り組んでまいります。

本年もこのように様々な対策を推進してまいりますが、新し

い年が皆様にとってより良い年になるよう祈念いたしますとと

もに、今後とも変わらず皆様の御支援と御協力を賜りますよ

うお願い申し上げ、年頭の御挨拶といたします。

新年あけましておめでとうございます。

2020年の新春を健やかにお迎えのことと心からお慶び申し

上げます。

一般社団法人愛知ビルメンテナンス協会の皆様におかれま

しては、日ごろから本県の保健医療行政の推進に格別のご理

解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、本年は「建築物における衛生的環境の確保に関する

法律」の制定から50年目の、節目の年を迎えます。この50年

で、特定建築物は着実に増加し、建築物環境を取り巻く状況

も著しく変化しています。建築物の大規模化、多様化などに

より、設備の複雑化や維持管理の高度化が急速に進み、ま

た、省エネや地球温暖化対策、感染症対策など、様々な社会

的ニーズへの対応が求められています。

このような中、2027年のリニア中央新幹線の開業に向け

て、栄地区や名古屋駅周辺の再開発により、多数の大規模建

築物の建設が進められております。建築物を利用する方々の

健康や環境に配慮した衛生管理を推進するため、ビルメンテ

ナンスを担う皆様方の役割が、より一層重要なものになってま

いります。

貴協会におかれましては、1964年の設立以来、半世紀以上

にわたり、専門的な知識と技術の普及促進に努められるとと

もに、この地域の建築物における衛生的で快適かつ安全な

生活環境の確保にご尽力いただいており、深く感謝申し上げ

ますとともに、引き続き積極的に活動されることを期待いたし

ます。

また、昨年は台風15号や19号による大規模な被害が発生

し、多くの方々が避難生活を余儀なくされました。災害発生時

には感染症のリスクが高まることから、避難所においても十

分な衛生対策が求められます。南海トラフ地震の発生が危惧

される中、貴協会とは2017年に「災害時における避難所等の

清掃業務の支援に関する協定」を締結しておりますので、大

規模災害発生時には、同協定に基づくご対応をよろしくお願

いします。

本県といたしましては、建築物環境を取り巻く変化に対応

しつつ、関係機関、関係団体の皆様と連携を図りながら、建

築物衛生の推進に取り組んでまいりますので、今後とも、ご

理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

最後に、貴協会の益々のご発展並びに本年の皆様のご多

幸とご健勝を心より祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。



年頭のご挨拶「新春を迎えて」

名古屋市消防長

木 全 　 誠 一
愛知県警察本部生活安全部長

川 口 　 憲 生

新年明けましておめでとうございます。

令和2年の新春を健やかにお迎えのことと、心からお慶び申

し上げます。

愛知ビルメンテナンス協会員の皆様には、日頃から市民の安

心・安全のため献身的にご尽力いただき、心から敬意を表しま

すとともに、深く感謝申し上げます。

さて、昨年は、名古屋市に甚大な被害をもたらした「伊勢湾

台風」の発災から60年という節目の年であり、地域における自

主防災訓練など様々な機会を通し防災意識の高揚及び地域防

災力の更なる向上に努めてまいりました。また、全国に目を向

けますと、昨年は、東日本を中心に台風15号、台風19号による

大規模な風水害が発生し、多くの尊い命や財産が失われると

ともに、特に、大規模停電や断水などライフラインの途絶が大

きな問題となり、市民生活の復旧及び復興への妨げとなってい

ました。地震・台風などの自然災害は、年々発生頻度が増し、

その被害もより多様化・広域化しております。

このような災害から、自らの命や、ご家族の命を守るために、

災害リスクなど地域の特性に合わせた避難場所及び避難行動

の確認や、ご自宅や事業所でのライフラインの途絶に対応した

備蓄の検討など、災害に対する事前の備えを心がけていただき

ますようお願い申しあげます。

一方、火災につきましては、住宅用火災警報器の設置義務

化以来、全国的に火災件数、死者数共に減少傾向にあります。

名古屋市においても、火災件数は減少しているものの、火災に

よる死者は横ばいで推移しており、特に高齢者の占める割合

が高くなっています。火災による死者の多くは住宅用火災警報

器が適切に設置されていない世帯で発生していることから、高

齢者世帯等への戸別訪問を行い、住宅用火災警報器の設置

及び適切な維持管理と併せて住宅内での火気管理についての

普及啓発に努めているところです。

また、昨年は、7月に発生した京都アニメーション火災、10月

に発生した沖縄県の首里城での火災など社会的影響の大きな

火災が発生しました。発生要因等は異なりますが、今一度、建

物内の構造の把握、複数の避難経路の確認、避難経路の適

切な管理、消防用設備等の維持管理及び消防訓練の実施な

ど、事業所内の防火管理体制の再確認を行い、火災に対する

体制の充実も図っていただきたいと存じます。

最後に、貴協会並びに貴会員各位の益々のご発展、ご活躍

をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

愛知ビルメンテナンス協会の皆様には、旧年中、施設警備

業務を始めとする日々の警備業務を通じて、犯罪や各種事故

の未然防止活動に真摯に取り組んでいただきましたことに厚

く御礼を申し上げます。

また、建築物の警備防災等ビルメンテナンス業務を専業と

されている会員の皆様にもビルの環境衛生管理を通じまし

て、犯罪の起きにくい社会づくりにお力添えいただいておりま

すことに重ねて御礼を申し上げます。

さて、愛知県警察におきましては、『「安心」して暮らせる

「安全」な愛知の確立』を警察運営の基本目標に掲げ、県民

生活を脅かす侵入盗などの犯罪の予防活動を推進している

ところでありますが、治安のバロメーターでもある刑法犯認知

件数は、順調に減少しており、住宅を狙った空き巣などの住

宅対象侵入盗は、13年ぶりに全国ワースト１位を返上できる

見込みです。

他方で、侵入盗や自動車盗などは依然として高原状態で推

移しており、県民の皆様が体感治安の向上を実感していただ

ける状況には至っていないものと考えております。

また、特殊詐欺の被害につきましても、認知件数は減少し

たものの、還付金等詐欺が前年と比べて増加したほか、被害

者の隙を見てキャッシュカードを別のカードにすり替えられて

現金を引き出される被害が多発するなど依然として厳しい状

況にあります。

警察としましては、これらの犯罪を抑止し、県民の皆様の

「安全・安心」を確保するため、引き続き犯罪情勢に即した

実効性のある抑止対策の強化に取り組む所存であります。

貴協会におかれましても、ビルメンテナンス業務における各

種講習会等を通じて、各分野における専門的知識、技能の向

上を図っていただくとともに、警備業界の発展にご尽力される

ことを期待するものであります。

また、会員の皆様におかれましては、厳しい治安情勢をご

理解いただき、本年も引き続き、県民の「安全・安心」のため

にお力添えいただきますようお願い申し上げます。

最後に、愛知ビルメンテナンス協会の益々のご発展と会員

の皆様のご健勝、ご多幸を祈念申し上げまして、新年のご挨

拶とさせていただきます。



謹んで新春のお慶びを申し上げます。
本年もよろしくお願いします。

副会長
水藤　維人

監事
大澤　隆

副会長
服部　弘司

監事
西村　裕

副会長
吉田　治伸

監事
加藤　義幸

理事
田中　宏

理事
首藤　健

理事
田中　裕二

理事
酒井　秀京

理事
勝野　英雄

理事
福岡　輝道

理事
山口　義浩

理事
本多　誠之



■ 2019年度労働安全衛生パトロール
労務管理委員会

事業所の安全対策の向上を目指し、会員各企業様の

ご協力をいただいて労務管理委員による労働安全衛生

パトロールを実施しました。

【実施期間】

2019年11月5日（火）～26日（火）

【実施施設】

8施設（清掃管理4か所、設備管理4か所）

【実施方法】

労務管理委員会の委員2～3名が1組となり各事業所

を訪問し、労働安全衛生に関するチェック項目（清掃管

理業務22項目、設備管理項目18項目）について、現場責

任者への聞取調査と現場確認を実施しました。

【実施結果】

＜総合評価＞

すべての施設において職場の雰囲気も良く、また隅々

まで清掃されているなど、参考となる施設ばかりでした。

・職場のチームワークも良く、清掃もすみずみまで行き

届いている。

・作業員の挨拶、身だしなみ、挨拶、言葉遣いも良い。

・道具の整理が出来ている。

・安全・教育・意思統一等の姿勢がとても感じられ、

非常に参考になった。

・見える化による掲示がされている。

・不具合があった際の内容を細かくノートに記録し、ビ

ル管理の向上に努めている。

・ゲリラ豪雨等の水害を考慮し、被害を防ぐため迅速

に対応できるような場所に土嚢袋が配置されている。

・会社としての安全・教育の意識が高く、責任者を中

心にリスク管理、改善を常に図っている事が感じら

れ、大変参考になった。

＜改善提案事項＞

ほとんど改善事項はありませんでしたが、次の項目に

ついて提案させていただきました。

・キーボックスによる鍵の管理を提案した。なお、以前

オーナーよりなくて良いとのことであったが再度提

案することとなった。

・変電室内に保管書類、廃棄物等が置かれているた

め別の場所での保管か処理が必要と思われる。

・社内管理者側の緊急連絡網が未作成であった為、

整備を依頼した。

・カギ貸出簿等の記録簿による運用がされていなかっ

た為、作成・運用を進めていただくよう依頼した。

※ご協力いただきました施設管理の皆様及びパトロール

員の皆様、ありがとうございました。

■ 貯水槽清掃作業従事者研修
設備管理委員会

2019年11月27日

（ 水 ）午 前 9 時 3 0

分から、大成研修セ

ンターにおいて、貯

水 槽 清 掃 作 業 従

事者研修が44社

79名の参加者を得

て開催されました。

講習会は、設備管理委員会の首藤　健委員長のあいさつで

開講し、以下の科目についての講義と効果測定を行いました。

科　目・内　容 講　　師

午
　
前

建築物衛生法を中心とした関係法令
水と健康

横井　学 氏
東名サニタリー㈱

給水設備と機器 水本佳男 氏
㈱川本製作所

午
　
後

貯水槽の消毒方法（貯湯槽含む）・塗装方法
作業の安全と衛生

山口義浩 氏
三永ビルド㈱

貯水槽の清掃方法（貯湯槽含む）
作業従事者の責任と任務

横井　学 氏
東名サニタリー㈱

効果測定

■ 一斉清掃（社会貢献活動）
経営管理委員会

2019年11月28日

（ 木 ）午 前 9 時 3 0

分から、社会貢献

活動の一環として、

会員企業の協力に

より122名にも及ぶ

参加者を得て、一

斉清掃活動が実施

されました。

経営管理委員会の酒井秀京委員長の司会進行により、加

藤会長のあいさつの後、住吉・栄3丁目・池田公園・栄5丁目の4

ブロックに分かれて清掃活動が行われました。

人通りの多い名

古屋市中区栄一

帯をお揃いのブル

ゾンを纏って熱心

に清掃する姿は、

周囲の注目を集め

ていました。

肌 寒いなか参

加いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。来年も引き続

きよろしくお願いいたします。



■ 第13回ビルメンテナンス
  こども絵画コンクール表彰式
経営管理委員会

「未来のおそうじ ～きれいにしよう、私たちの環境を～」を

テーマとした全国協会主催の「ビルメンテナンスこども絵画コン

クール」が

今 年も開

催され、当

協 会も協

賛 し 、愛

知地区か

らの 作 品

に 対して

は 、愛 知

協会独自

で優秀作品を審査のうえ表彰を行っております。

今年も574点（全国：7,553点）もの多くの作品を応募いただ

き、その中から愛知協会長賞をはじめ33名の作品を入選とい

たしました。

個人応募の図司智哉さん（1年生）の作品「カニのちから

で」が会長賞（最優秀賞）を受賞されました。おめでとうござい

ます。

また 、全

国 協 会 で

は 、椙 山

女 学 園 大

学 付 属 小

学 校 の 水

野実咲さん

（ 小 学 生

1 ～ 2 年 生

の部）の作

品「海のみらいのおそうじ」がリンレイ賞に、竹島小学校の青木

奈 さ々ん（小学生5～6年生の部）の作品「き能まんさい！パワフ

ルそうじ機」が全国協会会長賞に入選されました。

2019年12月13日（金）に竹島小学校を、12月16日（月）に椙

山女学園大学附属小学校を、12月21日（土）に図司さんの自

宅を訪問さ

せていただ

き、経 営 管

理 委 員 会

の 酒 井 秀

京 委 員 長

から表彰状

及 び 副 賞

が贈呈され

ました。

■ 新入会員あいさつ
株式会社ベストハウス　

代表者：代表取締役　與語多佳等

所在地：〒465-0025　名古屋市名東区上社5-207

弊社は、清掃管理や衛生管理などのビルメンテナンスを手が

け、来年創業30年を迎えます。

名古屋本

社、東京事

業本部、九

州営業所、

大阪営業所

に 加え、昨

年 8月には

広島にも新たな出張所を開設しました。またカナダのウルトラケム

ラボ社製品の日本総輸入・販売元として、安全性・環境性能の

高い業務用床ワックス・剥離剤シリーズ「ウルトラフロアケア」の販

売と独自のケアシステムを展開し、サスティナブルでエシカルな作

業を提案しております。

この度、愛知ビルメンテナンス協会に入会をさせて頂き、協会

加盟の先輩諸社の皆様と親しく交流させて頂けますことを励み

として参ります。ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

■ わが社のプロフェッショナル
日東カストディアル・サービス株式会社 名古屋支店 兼沢　凌

日東カストディアル・サービス株式会社の兼沢　凌と申します。

入 社４年目の２２歳 、

２０１９年４月から広島支店

から名古屋支店に異動と

なり早１年が経過しようとし

ています。

現在は、商業施設での

清掃業務に従事し、統括

責任者の下で責任者見習

いをしています。まだまだ表

題のプロフェッショナルとは

言えませんが、清掃従事者

の管理・指導だけでなく、商

業施設に来られたお客様への接客対応や閉店後の大型機材

による館内清掃、巡回・日常清掃作業、定期清掃、報告書や提

案書等の帳票類作成、定例会議への参加など、現場における

一通りの業務を学び、また日々成長できるよう頑張っています。

また、今後このような機会を頂けましたら、次は本当のプロ

フェッショナルとして、皆様と一緒にビルメンテナンス業界発展に

貢献していける人物として成長した姿をお見せしたいと思います

ので、今後とも宜しくお願い申し上げます。図司さん宅

椙山女学園大学附属小学校

竹島小学校
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◆第3回　労務管理委員会
開催日時 2019年12月16日（月）午後4時～5時30分
開催場所 協会事務局 会議室
出 席 者 田中（裕）委員長始め9名の出席を得て以下につい
 て協議
 ・2019年度労働安全衛生パトロールについて
 ・労働安全衛生大会について
 ・労働安全衛生作品の審査について

◆第9回　理事会
開催日時 2019年12月23日（月）午後4時～5時20分
開催場所 協会事務局 会議室
出 席 者 加藤会長始め15名の出席を得て、加藤会長が議長
 となり審議を行った。
主な審議事項 ・（一社）愛知ビルメンテナンス協会会長表彰規程
   【規程第2号】の改定について
 ・｢2019年度社会貢献活動支援（助成）｣の申請について
報告事項 （委員会報告/全協報告/地区本部報告/事務局報告）

■理事会・各種委員会

【協会からのメール配信】
配信年月日 配信番号 題　　名
2019.12.2 2019-088 ビルクリーニング分野特定技能協議会の入会手続きについて
2019.12.5 2019-089 「ビジネス＆ヒューマンスキル通信研修」のご案内
2019.12.6

2019-090
PCB廃棄物の適正な処理促進に関する説明会の
ご案内／令和元年度年末年始無災害運動の周知・
協力のお願いについて（中災防）

2019.12.17 2019-091 ロープ高所作業管理者教育講習会ご案内

2019-092 建築物衛生法に基づく防除作業従事者研修受講生
募集について

2019.12.18 2019-093 災害支援セミナー開催について
2019.12.23 2019-094 「令和2年度建築保全業務労務単価」の公表について
2019.12.26 2019-095 セミナーの開催について

2019-096 第34回愛知県建築物環境衛生管理研究集会の開催
案内及び参加票の配付について

2019-097 有害物ばく露作業報告対象物（令和2年対象・令和3年
報告）について

2019-098 第47回建築物環境衛生管理全国大会の開催プログラム
について

愛知ビルメンテナンス協会　入会について
◇入会審査書類も簡素化し、入会しやすくなっています。

会員区分 入会金 月額会費

普通会員 愛知協会 50,000 円 愛知協会 17,000 円
全国協会 10,000 円（愛知協会と同時加入です）

賛助会員 なし 愛知協会 16,000 円

普通会員
年月 会員名 異動（変更）事項 異動内容

2019.12 ㈱ベストハウス 入会 代表者:代表取締役　與語　多佳等
所在地:
〒465-0025　名古屋市名東区上社5-207
TEL:052-703-5161/FAX:052-703-5162

シマツビーエム㈱ 代表者 新）代 表 取 締 役　西垣　　登
旧）　 　〃　 　　和賀　純治　

㈱クリンテック 退会

2020.1 ホーメックス㈱ 住所 新）〒471-0865　豊田市松ヶ枝町3-30
旧）〒471-0877　豊田市錦町1-95

■会員の動き　　2020年1月1日現在会員　　
　　　　　　　　　　普通会員　129社　　賛助会員　22社

事務局だより
新年あけましておめでとうございます。
本年も、昨年同様のご支援・ご協力をよろしくお

願い申し上げます。
令和となり、初めての新年を迎えました。今年

は東京オリンピック・パラリンピックが開幕し、愛知
県としても全国障害者技能競技大会が2年連続
で開催されるなど、大きなイベントが控えています。

事務局一同、気持ちを新たに、会員の皆様の
お力になれるよう、またビルメンテナンス業界の更
なる発展に繋がるよう尽力したいと思います。

引き続き、協会行事や委員会活動など、皆様
方のお力添えよろしくお願いいたします。

株式会社深尾商会 賛助会コーナー

愛知ビルメンテナンス協会　御中

2017.12.29

ユシロ化学工業株式会社

ポリーズ事業本部

〒458-0801　
愛知県名古屋市緑区鳴海町杜若 100
電話　052-891-0967　FAX　052-892-4616

賛助会員
年月 会員名 異動（変更）事項 異動内容

2019.12 ユシロ化学工業㈱
名古屋支店

登録者 新）ポリーズ名古屋1課課長　齋藤　隆行
旧）ポリーズ事業部西日本ポリーズ1課課長　中川　　洋

2020年2月の予定
  3日（月）～5日（水） ビルクリーニング技能検定3級（実技）〈大成研修センター〉

  4日（火） 災害支援セミナー〈大成研修センター〉

  6日（木） 第34回建築物環境衛生管理研究集会／第2回実行委員会

18日（火） 地区本部会議〈三重県〉

19日（水） 労働安全衛生大会〈名古屋国際会議場4号館 3階会議室431･432〉

20日（木） 監事会／理事会

21日（金） 清掃作業従事者研修指導者（再講習）〈大成研修センター〉

26日（水） 第2回設備管理委員会

27日（木） 経営セミナー〈大成研修センター〉

 如月


